
 

 「研究者数 8年ぶりに減少 研究費総額は 3年連続増」 

 

 2023年度の日本の科学技術研究費総額が前年度に比べ 6.5％増え 22兆 497億円と過去最

高額となったことが、総務省統計局の調査で明らかになった。増加は 3 年連続で、国内総

生産（GDP）に対する研究費の比率も 3.70％と前年度に比べ 0.05 ポイント上昇した。研究

者一人当たりの額も対前年度比 6.9％増の 2,430万円とこちらも３年連続の増となっている。

一方、2024年３月 31日現在の研究者数は、対前年度比 0.3％減の 90万 7、400人と８年ぶ

りに減少に転じた。女性の減少数・割合が男性に比べ少なかったため研究者に占める女性

研究者の比率は前年度に比べ 0.2 ポイント増の 18.5％と過去最高となったが、主要国の中

で最も低い比率という状況は変わらない。 

 

（総務省統計局「2024年（令和６年）科学技術研究調査結果」から） 



 

 （総務省統計局「2024年（令和６年）科学技術研究調査結果」から） 

 

「科学技術研究調査」は科学技術振興に必要な基礎資料を得ることを目的に総務省統計

局が毎年実施している。12 月 13 日に公表された「2024 年科学技術研究調査結果」は、国

内の企業約 1万 3,500、非営利団体・公的機関約 1,100、大学等約 4,100を対象に今年 5月

中旬、調査票を郵送し、91％（企業 87％、非営利団体・公的機関 99％、大学等 99％）から

回答を得た。 

 

 実質研究費も 4 年ぶりの増 

前年度に比べ 6.5％増え 22 兆 497 億円と過去最高額となった科学技術研究費総額は、賃

金水準など物価の変動分を除去して算出した実質研究費としてみると 19兆 5,608億円とな

る。前年度（2022 年度）はその前の年度（2021 年度）に比べ総額は 4.9％増だったものの

実質研究費でみると逆に 1.3％の減だった。前々年度（2021 年度）も同様にその前の年度

（2020 年度）に比べ実質研究費は 0.7％の減。2023 年度の実質研究費 19 兆 5,608 億円は、

前年度に比べ 3.8％の増となり、科学技術研究費総額、実質研究費ともに前年を上回るのは

2019年度以来となる。 



 

 （総務省統計局「2024年（令和６年）科学技術研究調査結果」から） 

 

 大学の研究費の比率は低下 

研究主体別でみると、「企業」が対前年度比 6.5％増の 16兆 1,199億円と最も多く、次い

で対前年度比 2.5％増の「大学等」の３兆 9,365 億円（同 9.0％）、対前年度比 15.1％増の

「非営利団体・公的機関」の１兆 9,932億円となっている。全体に占める比率でみると「企

業」が 73.1％と前年度と同じ。「大学等」が 17.9％と前年度 18.6％から 0.7 ポイント低下

しただけでなくこの 10 年で最も低い比率となっているのが目立つ。「非営利団体・公的機

関」は 9.0％と前年度 8.4％から 0.6 ポイント上昇しこの 10 年で最も高い比率となってい

る。 

 

企業の中で研究費が最も多い業種は製造業で全体の 85.9％を占める。中でも多いのが対

前年度比 10.6％増の「（自動車など）輸送用機械器具製造業」4兆 4,361億円（製造業全体

の 27.5％）。次いで対前年度比 7.6％増の「医薬品製造業」１兆 5,386億円（同 9.5％）、対

前年度比 11.3％増の「電子部品・デバイス・電子回路製造業」１兆 3,706億円（同 8.5％）、

対前年度比 7.8％増の「化学工業」1 兆 300 億円（同 6.4％）などが上位に並ぶ。一方、前

年度から研究費を減らしている業種としては、対前年度比 11.6％減の「情報通信業」5,753

億円（同 3.6％）、対前年度比 10.8％減の「プラスチック製品製造業」2,088億円（同 3.1％）

などが目を引く。 

 

 見劣る人口当たり研究者数 

 科学技術研究費総額や研究者数を海外主要国と比べるとどうか。経済協力開発機構（OECD）

購買力平価で示すと 2023 年度の科学技術研究費総額は 2,153 億ドルとなる。GDP に対する

比率は 3.42％だ。研究者の数に関しては研究だけに専念したと仮定して人数に換算した数

値（専従換算値）を実質研究者の数とみなして比較するのが一般的となっている。単に研



究者の頭数を見るのではなく教育に関わる時間などを差し引いて換算した研究者数だ。 

 

 「2024 年（令和６年）科学技術研究調査結果」に示された表「OECD 加盟国等の研究費」

（専従換算値）」と「OECD加盟国等の研究者数（専従換算値）」によると、日本の研究費 2,153

億ドルは、米国 9,232億ドル（2022年の数値）、中国 8,119億ドル（同）に次いで多いのは

これまでと変わらない。しかし、GDP に対する比率でみると中国 2.56％（2022 年の数値）

は上回るものの米国 3.59％（同）だけでなく、イスラエル 6.02％（同）、韓国 5.21％（同）

よりも低い。 

 

さらに見劣りが鮮明なのは人口 100 万人当たりの研究者数。日本の人口 100 万人当たり

研究者数は、5,649 人。米国の 4,932 人、中国の 1,868 人は上回るものの、韓国 9,467 人、

デンマーク 8,687人、スウェーデン 8,595人、フィンランド 8,060人、ノルウェー7,351人、

アイスランド 7,082人、ベルギー6,926人、オーストリア 6,614人、オランダ 6,491人、ス

イス 5,999 人、ドイツ 5,785 人、ポルトガル 5,744 人より少ない。この表に数字が表示さ

れている 35 カ国のうち人口 100 万人当たりの研究者数が日本より多い国が 12 カ国もある

という結果となっている。（米国、アイスランド、スイスは 2021年、その他の国は 2022年

の数値。いずれも小数点以下は切り捨て） 

 

 

 

 

 



 



 

 （総務省統計局「2024年（令和６年）科学技術研究調査結果」から） 

 

女性研究者の少なさ変わらず 

8年ぶりに減少し 90万 7、400人となった研究者のうち男性は前年度より 1万 4,100人減

の 80 万 6,500 人（研究者全体に占める割合 81.5％）で、女性が 500 人減の 18 万 2,800 人

（同 18.5％）。女性研究者の減り方が小さかったため男性研究者の比率は前年度より 0.02

ポイント低下、女性研究者は 0.02 ポイント上昇した。ただし、経済協力開発機構（OECD）

諸国の女性研究者比率は 30％前後が大半で 40％台も珍しくない。20％満たないのは日本だ

けという状況は変わらない。 

 

女性研究者が少ない現状については、国立大学協会が 2025 年までに助手を除く教員（教

授、准教授、常勤講師、助教）の女性比率を国立大学全体として 24％以上にするという目

標を設定するなど早くから取り組みを進めている。しかし、昨年 5月 1日時点の国立大学 86 

校全体の女性教員比率は 19.3％。現状の増加率では目標達成は困難だとする調査結果を国

立大学協会は今年 1月に公表している。 

 

産業界を代表する日本経済団体連合会もまた、このままでは日本の国際競争力が低下す

るという危機感を強めている。「博士人材と女性理工系人材の育成・活躍に向けた提言」を

2月に公表し、博士号取得者、理工系女性を高度専門人材として育成・活用するために政府、

学界、産業界が協力して取り組むよう求めている。 

 



 





 

（総務省統計局「2024年（令和６年）科学技術研究調査結果」から） 

 

日文 小岩井忠道（科学記者） 

 

関連サイト 

 総務省「2024 年（令和６年）科学技術研究調査結果 結果の要約」 

 総務省「2024 年（令和６年）科学技術研究調査 結果の概要」 

 

関連記事 

 2024 年 01 月 10 日日本实质研究费较上年度减少 1.3%，人均研究人员数量也逊色于他国 

 2024 年 03 月 01 日【调查】日本国立大学女性教师人数仅微增，增加女性教师比例的政府

目标难以实现 

2023年 11月 24日东盟数字化进程中日本存在感薄弱，非 IT 企业当地法人是挽回颓势的关

键 

2023年 10月 10日 THE发布世界大学排名，前 200 名中有 5 所来自日本 

2023年 08月 23日日本高影响力论文数量和占比近 20 年来显著下降 

2023 年 03 月 01 日调查显示日本博士升学者减少的主因在于经济待遇，政府需强化支援政

策 

 2022年 05月 30日确保人才和时间恢复研究实力，日本的政府支援劣于韩台等国家与地区 

 2021年 04月 26日日本科学研究调查：对基础研究和政府预算的危机意识增强 

 2019年 07月 12日日本文科省调查：大学教师科研时间降至史上最低 

2019年 05月 10日日本工程院发布紧急建议，遏止工程和科技能力下滑 
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